
新しい「リソースガイド」ができました！セカンドレベルの働きでは四つの面に焦点

を当てています。このガイドでは、「メンタリング」、「トレーニング」、「リソース」、

「ソウルケア」、それぞれの面で活用できるツールが一覧できます。 

 

団体発足当初から、キリストにある弟子造りのために、「メンタリング」やスモール

グループに力を入れて取り組んできました。現在でもセカンドレベルの働きの中

心として、それらの面における働きは日々進められています。毎年約30-40組の

メンタリングの働きをアレンジし、過去22年間で本当に多くの方々がメンタリン

グという個人的で意図的な働きかけの中で、キリストにある成長と変化を体験

されてきました。 

キリストにあって変えられていく豊かな弟子造りが進められていくために、み言葉

に忠実で、かつ、シンプルで使いやすい「リソース」が常に必要です。今日でも、

日本人クリスチャンたちが育てられていくために有効的な教材を開発していま

す。「ファーストレベル」や「１５ステップレッスン」は、団体が立ち上げられてすぐ

にできたものを何度か編集して現在に至ります。「ファーストレベル」にはアニメー

ションも加わり、より一層多くの皆様に、個人や教会で用いて頂いています。  
 

草の根の働きで継続してきたメンタリングの奨励において、メンター達の「トレーニ

ング」が必要であることが明らかになり、学びとネットワークのため、2016年に初

めての「メンターシップ・カンファレンス」開催に至りました。それまでは、「セカンド

レベル・カンファレンス」として数カ所で開催しましたが、試行錯誤しながら、明確

なニーズと目的が生まれたため、現在でも「メンターシップ・カンファレンス」は定期

的に行っています。開催地の必要と興味、教会のニーズや携わりたい方々の思

いを大切にして、御心を求めつつ、毎回手作りで計画を進めています。 

セカンドレベルのリソース一覧表はこちら。 

secondlevel.org/second-level/ 
 

実際にクリスチャンたちの歩みに寄り添っていると、喪失や鬱、家族やその他人

間関係の問題、困難な過去の痛みの取り扱いなど、一般的なメンタリングで

は対処が難しいケースが顕著になってきたころ、主の導きで2019年に「ソウルケ

ア」を発足するに至りました。一般信徒のメンター達が他者の歩みに寄り添うた

めに困難を感じる場合、専門性を生かしてのパストラルケア（牧会ケア）を提

供させて頂く道が開かれました。また、メンター達自身のケアが必要となる場合

も同じく、まず自分自身が深い心の問題に向き合い、癒され、新しい一歩を踏

み出していく機会として非常に大切な機会となっています。癒された方々が、さ

らに周りの人たちの心と霊的なケアができるように整えられています。 

 

ソウルケアでは、個人セッション、またグループでのトレーニングを随時開催してい

ます。今後、霊性のケアと形成、という面においても、霊的同伴（スピリチュア

ル・ディレクション）やソウルケア・リトリートの機会を増やしていく予定です。 

 

私たちは、これらの機会一つ一つが主にあって導かれていると確信しています。

今後ともセカンドレベルの働きをみなさんご自身、また周りの方々のために用い

て頂ければ幸いです。 

セカンドレベル・ミニストリー『リソースガイド』 

Fall 2022 

Winter 2024 

セカンドレベル・ミニストリーは、マタイ28章19-20節に見られる

大宣教命令、そして第二テモテ２章２節にある信仰継承の姿

に倣って、働きが進められています。 

 

救われた者達がキリストの弟子として成長し、その育てられた 

弟子達が、さらに新しい弟子を生み出す事ができるように、 

とのビジョンを掲げています。 

 
私たちの働きは、キリストに救われた者として霊的に成長する事の大切
さを伝え、また、どのように他者の霊的成長のために関わっていけるのか
を一緒に考え、お手伝いさせて頂く事です。日々、キリストの似姿に変
えられて行くプロセスにおいて、私たちは、「個人的な」また「意図的な」

働きかけを大切にしています。 

       「それゆえ、あなたがたは行って、 

あらゆる国の人々を弟子としなさい。」 

 (マタイ28:19) 

実を結び続けるクリスチャンとなるために  



キリストの弟子をさらに生み出す弟子造り 

セカンドレベルでは、今年もまた夏の短期宣教チームを日本へ送ることができま

した。主は8人のチームメンバーを送ってくださり、年始から春にかけて、祈りつつ

チームビルディングやプランニングを祈りつ進めてきました。 

今回は7月に2週間、沖縄と東

京において仕える機会でした。

沖縄での目的は、OCSI（沖縄

クリスチャンスクールインターナショ

ナル）でのVBS（子供向けの英

語キャンプ）を開催、また、ユー

ス達への英会話ミニストリーのお

手伝い等でした。子供たちの心

に少しでも福音の種が撒かれた

と期待しています。チームはよく協

力し合い、神様はそれぞれの役

割を担えるように助けて下さいま

した。また、沖縄で主のために熱

心に働かれている方々との交わ

りを通して、現状の必要や課題

などを目の当たりにし、大きな学

びと励ましの時でした。 

 

東京ではアトランタからの帰国者たちとの同窓会、また新しいつながりを作り、

地元の教会を訪問しながら日本人の友人たちを地元のクリスチャンにつなげる

機会が多くありました。 

セカンドレベルのミッションチームは毎年、同窓会を企画しています。このような

機会を通して、アメリカで種まきをしてきた方々との再会を楽しむことはもちろ

ん、同じビジョンを共有する地元の日本人教会と提携することです。クリスチャ

ンであるなしに関わらず、地元の日本の教会につなげることで、帰国者と教会

をつなぐ「橋ーコネクター」になれることを願っています。日本の教会と健全なパー

トナーシップを築くことは、私たちにとって喜ばしいことです。私たちが去った後も、

日本の友人たち（家族、ビジネスマン、主婦、学生）を地元の教会やクリス

チャンたちに引き継ぎ、続けて種まきが導かれていくことを願っています。 

今年の同窓会は、ティム・クラーク氏が牧会する練馬区にあるハーベストチャーチ

東京と提携する特別な機会でした。同窓会にはアメリカから帰国したご家族や

ジョージア工科大学の学生たちも参加しました。再会は素晴らしいものでした。 

同窓会では個人的な証しを分かち合う時間を取りました。ミッションチームのメ

ンバーが証しをし、牧師夫人が通訳を担当しました。機会があるごとに証しを

分かち合う私たちの願いは、私たちがイエス様との関係を持っていること、イエス

様に出会って人生が変えられたこと、そして私たちの日常生活の中にイエス様

がおられることによって私たちの人生が変えられていることを分かち合うことです。

私たちが持っている希望を分かち合うことは、なんと素晴らしいことでしょう！

（第一ペテロ3：15） 

 

伝道旅行中、沖縄と東京の忠実なクリスチャン達と共に、神様はミッション

チームを通して、驚くべきことをなさって下さいました。御国を築く働きがこれから

も続き、神様に栄光がありますように。 
 

宣教チーム個々による報告はこちらからご覧になれます: 

https://tinyurl.com/2024summermission 
 

2025年は、6月中旬に大阪、横浜、東京、千葉へミッションチームが訪問予

定です。来年の準備のために是非お祈りください。 

ご質問はこちらまで：mattbarany@secondlevel.org 

2024 夏の宣教旅行  

帰国者との同窓会  
御霊に満ちた喜び、そして友情を築く愛で満たされていました。 

富士山の見学 

「スーパースター」をテーマとして子供キャンプ 
スキット、ダンス、クラフト、メッセージなどを通して、イエス様についていくことを励ま

す機会となりました。 



「ソウルケア・シリーズ」第一弾 

 ソウルケアでは、今年初の「ソウルケア・リト

リート」をロサンゼルス近郊（Mary and 

Joseph retreat center  in Rancho Palos 

Verdes, CA）にて開催することができました。 

クリスチャン達が休息の中で神さまをより深く

体験し、普段の信仰生活、またミニストリーに

おいても続けて各々が尊い働きに励んでいくた

めにも必要な機会でした。今年は初回というこ

ともあり、「ソウルケア」とは何か、またなぜその

ようなケアが必要であるのかに焦点をあてた内

容を取り扱いました。参加者の皆さんと貴重

な時間を持てたことに感謝です。 

 

2025年ソウルケア・リトリートは10月にジョージ

ア州アトランタにて開催予定。 

リトリート参加者の証 

 「9月24日〜26日に行われたソウルケ

ア・リトリートに参加しました。都合で、24日と

25日の部分参加でしたが、とても内容の濃い

素晴らしい学びの時となりました。 

 リトリートの最初を飾った「ソウルケアとは」

というセッションで、すぐに大きな学びがありまし

た。講師のナンシー先生が自分を愛することの

重要さを説明される中で、自分自身に対する

態度や思いが、そのまま他者への態度や思い

になるということをお話しされました。その例とし

て挙げられた「自分自身に対して厳しい人や

批判的な人は、周囲に対しても厳しく批判的

である」という言葉を聞いたときに、神様は私

が負っていた傷と、その傷のせいで自分自身と

周囲の人々を傷つけて来ていたことを見せてく

ださいました。続くお話しの中から、またスモール

グループでのシェアから、自分がいかに自らの魂

をケアしてこなかったのか、ということに気づき、

その経験は、私自身に、また私と神さまとの関

係に、大きな変化と啓示をもたらしました。 

 翌25日に行われた「全人格的なケア」の

時間には、「Imago Dei」(the image of 

God—神のイメージ）のダイアグラムを使いな

がら、人生のすべての側面に十字架が関係し

ていること、そして十字架のイエスさまに常に立

ち返ることで、人生のすべての側面が整えられ

ることを学びました。頭では、知識では理解し

ているつもりでしたが、ダイアグラムとナンシー先

生の教えを通して視覚的理解と共に、そのこと

が心に強く刻まれました。このダイアグラムは、

人生のあらゆる要素が十字架に関わっている

ことと、関わっていなければ日々が立ち行かな

いことをすぐに思い出すことができる、非常に有

用かつ霊性形成に役立つ資料でした。 

 今回のリトリートを通し、魂のケアという、

今まで私が経験したことのない角度からの学び

が出来たことに感謝しています。罪により傷を

負った世界の中で、傷を抱えていない人はいま

せん。あらゆる霊性形成の学びがある中で、

特に日本ではあまり光があたっていないこの

「魂のケア」について、これか

らも学び、自分の魂のケア

を通して神様との関係を深

め、また他者へのケアと伝道

に活かしていきたいと思いま

す。」 (M.M)  

恵 ~ 「神の恵み」を通して自分を見つめる 
 

「神の恵み」について思い巡らすことができるこのワークブッ

クを通して恵みについて理解し、自分自身を見つめること

ができます。神の恵みによって、生き方や考え方、信仰が

造り変えられていく手がかりとなれば幸いです。 

ー中型聖書サイズ 

ーリトリート、小グループ、個人のデボーションなどでもご利

用いただけます。 
 

各国アマゾン、セカンドレベル・ブックストアー、E-book

（https://secondlevel.gumroad.com/l/megumi） 

でお求めになれます。よかったらお用いください。 

「ソウルケアファンド」とは、教会・ミニストリーのリーダーが霊的・精神的ケアを受
けるためのサポート基金です。 
 
ソウルケアの面におけるミニストリーは、個々のクリスチャン、また主にお仕えす
る方々が、知恵や安らぎ、また神との深い関係を育んでいくために多くの方々
に用いられています。2024年も続けて個人セッションやグループでのトレーニン
グ、またリトリートも開催予定。必要な方々がこのような機会を用いることがで
きるように支えてくださいませんか。 
 

ソウルケアファンドについてはこちら:  
soulcare.secondlevel.org/soul-care-fund/ 

ソウルケア 

メインサイト

2024 ソウルケア・リトリート (2024年9月24-26日)  

ソウルケアファンド 

「大切なきみステーション」は、互いを建て上げるサポートグループです様々

なグループや機会が提供されています。（無料） 詳細は以下： 

soulcare.secondlevel.org/you-are-special-station/ 

「大切なきみステーション」開始！ 

https://secondlevel.gumroad.com/l/megumi


Second Level Ministry 

2841 Greystone Lane 

Atlanta, GA 30341 

(770) 316-8712 

secondlevel.org 

dainidankai@secondlevel.org 

インターンシップ 

経済的支援をもって、主の働きに加わって下さる方を募集中！  

ご検討、またご支援、心より感謝致します。 

 

今年も年中通して、インターンシップが行われていました。このプログラムを通して、文化や言語はもちろん、

日本人ミニストリーにおける必要を学び、宣教における準備のトレーニングを受けることができます。宣教準

備に関わる者たちに日本語や日本文化を教えてくれる日本人インターン生も同時募集。 共にトレーニン

グを受け、ミニストリーを進めながら英語力アップと経験を積むことができます。 

英語ですがインターン生たちの体験談と証はこちら:  

https://secondlevel.org/internship-2/intern-testimonies/ 

ソーシャルメディアで繋がりましょう!   

検索名 “Secondlevelministry”  

    新ビデオ登場!  

2025 年度インターン生募集中! 

https://secondlevel.org/internship-2/ 

2024年のインターンシップ・オリエンテーションにて 

セカンドレベルってなあに?     

Go to https://secondlevel.org/yokoso/ 
これからも皆さん、また皆さんの教会やミニストリーの

ためにご利用ください。 

Zelle オンラインバンキングもご利用になれます。  

* ⽶国における献⾦はすべて tax-deductible (課税控除の対象) です。  

1. 日本国内 

郵貯銀行   

記号14160  番号71120121      

セカンドレベル ミニストリー   

三井住友銀行  

枚⽅（ひらかた）⽀店   

普通４３８２９５１  

2. アメリカ国内 
  ( ⼩切⼿の郵送先)  

 

Second Level Ministry 

2841 Greystone Lane  

Atlanta, GA 30341 

 

 

3. その他 世界各地から    
(クレジットカードにて)  

paypal.com 
（ペイパルのアカウントが 

なくてもご利用になれます。） 

     

     送付先: : 

dainidankai@secondlevel.org 

https://irg.us2.list-manage.com/track/click?u=64b0fda2140c6382e78d7bdb0&id=a04e24106f&e=b43672c12c
https://secondlevel.org/internship-2/

